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� はじめに

食は健康の源であると同時に様々な病気の原因となり
得る。普段の食事が偏っていれば体に大きな害を及ぼし
かねない。多くの病気を予防するには毎日の食習慣を見
直すことが重要である。本研究では私たちの普段食べて
いる食事と様々な病気との間にどのような関係があるの
かを解析した。

� データについて

本研究では ��	
��にある都道府県庁所在市別 �世帯当
たり ��人以上の世帯
の食料支出金額のデータ、��	
��に
ある推計患者数 �患者住所地
のデータを使用する。��	
��
では穀類、魚介類、肉類、乳卵類、野菜・海藻、果物、油
脂・調味料、調理食品、飲料、酒類、外食の ��種類の品
目について食料消費量を都道府県庁所在市別にまとめた
ものを使用する。��	
��では悪性新生物、貧血、糖尿病、
神経系の疾患、高血圧性疾患、心疾患、脳血管疾患、呼
吸器系の疾患、消化器系の疾患の �種類の病気について
外来患者数および入院患者数を都道府県別に合計したも
のを ��	
��にある都道府県別総人口のデータを用いて人
口比率のデータに直し使用する。

� 解析方法について

食品分類と疾病分類の相関関係を調べるために正準相
関分析、重回帰分析を行った。データは �����関数を用い
て標準化した。正準相関分析では相関係数は ����以上を
目安にし、第 �正準変量まで扱った。また各正準変量ごと
に都道府県別の変量を求め、散布図を用いて地域性も考
慮し解析を行った。重回帰分析では食品分類を説明変数
とし、�種類の疾病それぞれを目的変数に分析を行った。

� 正準相関分析

第 �正準変量 「悪性新生物に関する軸」
�第 �正準相関係数 ������


　表 �を見ると食品分類では酒類、肉類、油脂・調味料
がプラスに、野菜・海藻がマイナスに大きく働いている。
また、疾病分類では悪性新生物がプラスに大きく影響し
ている。飲酒や肉類、油脂、調味料の摂りすぎはガンが
発生しやすい環境を作り、βカロテン、ビタミンＣ・Ｅ、
食物繊維などを含む野菜・海藻はガンの抑制に働くと考え
られる。さらに都道府県の散布図 �図 �参照
では島根県
�番号 ��
と高知県 �番号 ��
がプラス方向に働いており、
酒類の消費量、悪性新生物の患者数がともに多いことが
共通している。つまりこの軸は「悪性新生物に関する軸」
であると考えられ、悪性新生物の予防にはアルコールや
肉類、脂質、塩分などを控え、野菜・海藻を摂取すると
良いことが分かった。

表 � 第 �正準変量の結果
食品分類 疾病分類

穀類 ������ 悪性新生物 ������

魚介類 ������ 貧血 ������

肉類 ������ 糖尿病 �������

乳卵類 ������� 神経系の疾患 ������

野菜・海藻 ������� 高血圧性疾患 �������

果物 ������ 心疾患 ������

油脂・調味 ������ 脳血管疾患 ������

調理食品 ������� 呼吸器系の疾患 ������

飲料 ������� 消化器系の疾患 ������

酒類 ������

外食 ������
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図 � 都道府県の値 �第 �正準変量


第 �正準変量 「平均寿命の影響を受けている軸」
�第 �正準相関係数 ������


　食品分類ではプラスは栄養バランスの取れた食品群と
なり、マイナスは魚介類、外食、油脂・調味料が働いて
いる。疾病分類では悪性新生物がプラスに、脳血管疾患
がマイナスに大きく働いている。プラス面では、栄養バ
ランスの良い食品群と高年齢ほどかかりやすい悪性新生
物がともに働いている。一方、マイナス面では魚介類や
油脂・調味料などに含まれるコレステロールや脂肪、塩
分は脳血管疾患の原因となりやすいことが分かった。ま
た散布図ではマイナス方向で脳血管疾患の患者数やこれ
が原因で死亡する人が多い都道府県が集まっており、平
均寿命 ���	
��参照
 が低くなっている、反対にプラス方
向では平均寿命が高くなっている。つまり、この軸では
食生活と病気のほかに平均寿命が大きく関係しているの
で「平均寿命の影響を受けている軸」と説明できる。こ
こではバランスの良い食生活を送ることで脳血管疾患が
減って平均寿命が高くなり、その結果見かけ上ガンの発
症が増えていると推論される。



第 �正準変量 「食文化による地域差を表す軸」
�第 �正準相関係数 ������


　食品分類でプラスに果物、肉類、油脂・調味料、穀類、
マイナスに魚介類、乳卵類、外食、酒類が働いている。疾
病分類ではプラスに高血圧、マイナスに悪性新生物、脳
血管疾患、心疾患が働いている。プラス面では高脂肪・高
タンパク・高カロリーな食品が多いため、肥満になりや
すい傾向があり、また調味料の中の塩分の摂取が多いた
め高血圧疾患が顕著に表れていると考えられる。一方マ
イナス面では魚介類や乳卵類などコレステロールを含む
食品は過剰摂取によって動脈硬化などを招き、悪性新生
物、脳血管疾患、心疾患を引き起こす要因となっている
と考えられる。さらに散布図ではプラス方向は比較的農
村地域、マイナス方向は人口集中地域が多く集まってい
る。農村部では食生活のバランスが良いが、肥満や塩分
の摂り過ぎに注意が必要である。また都市部では外食な
どに頼らずにバランスの良い食生活、特に果物に含まれ
るビタミン類などの摂取に心がけ、�大成人病の発症を防
止することが重要であると言える。以上より、この軸は
「食文化による地域差を表す軸」であると考えられる。

第 �正準変量 「糖尿病に関する軸」
�第 �正準相関係数 ������


　第 �正準変量は食品分類で野菜・海藻がプラスに、肉
類、乳卵類、外食、果物、穀類などがマイナスに働いてい
る。また、疾病分類ではマイナスに糖尿病が大きく働い
ている。この軸は「糖尿病に関する軸」であると考えら
れる。肉類には脂質、果物や穀類には糖質が多く含まれ
ておりこれらの摂り過ぎは肥満につながる。また外食は
食品バランスが崩れるため避けた方が良い。一方で野菜・
海藻に含まれる食物繊維は血糖値の急激な上昇を抑える
働きがある。さらに散布図ではマイナス方向に糖尿病の
患者数が多い地域が働いている。以上より糖尿病の予防
には過食、肥満、不規則な生活などの要因を避け、野菜・
海藻を十分に摂ることが大切であることが分かった。

� 重回帰分析

ここでは主要な �つの分析結果をあげる。

悪性新生物の重回帰分析 �決定係数 ������


　沖縄県はガン患者が少ないため外れ値とした。これは
ビタミンを多量に含む沖縄特有の野菜を摂取しているこ
とと関係があると思われる。残った変数はプラスに酒類、
肉類、マイナスに野菜・海藻が影響している。この結果
は第 �正準変量と一致している。

脳血管疾患の重回帰分析 �決定係数 ������


　残った変数はプラスに酒類、魚介類、油脂・調味料、肉
類、マイナスに野菜・海藻、乳卵類が働いている。脳血
管疾患は動脈硬化の要因を避ける必要があるため、脂肪
やコレステロールが含まれる肉類や魚介類、バターなど
の調味料を摂りすぎないようにする必要がある。この結
果は第 �正準変量、第 �正準変量の結果と共通している。

高血圧性疾患の重回帰分析 �決定係数 ������


　残った変数はプラスに果物、肉類、酒類、油脂・調味

料、マイナスに野菜・海藻、乳卵類が働いている。高血
圧の予防には血圧の上昇や肥満を防ぐために、果物、肉
類、酒類、油脂、塩分を制限し、血圧を下げる働きをも
つ野菜・海藻、乳卵類を摂取することが効果的であると
言える。この結果は第 �正準変量の結果と同じである。

心疾患の重回帰分析 �決定係数 ������


　徳島県は心疾患の患者が多いため外れ値とした。残っ
た変数はプラスに肉類、酒類、油脂・調味料、マイナス
に野菜・海藻、乳卵類が働いている。虚血性心疾患は動
脈硬化が原因で起こるため、予防には動脈硬化の要因で
ある肉類、酒類、油脂を制限し、野菜・海藻を十分に摂
ることが重要であると分かった。これは脳血管疾患の分
析結果とほぼ一致している。

糖尿病の重回帰分析 �決定係数 ������


　徳島県は食べ過ぎや運動不足による肥満によって糖尿
病患者が特異的に多いため外れ値とした。残った変数で
はプラスに肉類、酒類、果物、マイナスに野菜・海藻が
働いている。アルコールの大量飲酒は過剰なカロリーを
摂取するため肥満につながるので注意が必要である。そ
の他、肉類や果物を控え、野菜・海藻を十分に摂ること
が大切であることは第 �正準変量と一致している。

� まとめ

これまでの分析によって食品と病気の関係が明らかに
なり、地域性による食文化の違いなど外的要因も関係し
ていることが分かった。病気を予防するためには栄養バ
ランスの良い食生活を心がけ、また地域によってはアル
コールや高カロリーな食品を制限し、野菜・海藻などの
病気の発症を抑える効力のある食材を十分に摂取するな
ど、食生活の改善に努める必要があることが分かった。

� おわりに

今回の研究を通して、食生活を改善することは病気の
発症を未然に防ぎ、健康で快適な生涯を送るために必要
不可欠であることが分かった。その結果として健康な体
を維持できれば医療機関を利用する機会が減り、医療コ
ストを削減させる効果も期待でき社会的に重要な取り組
みにもなると思う。
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